
生徒が社会事象に興味を持つとともに､社会認識を深めていく

ための新聞利用のありかた

1.実践の概要

(1)本校の概要と実践の方向性

本校は全校生徒373名､1学年3クラス､2･3学年4クラスの中規模校である｡ 小布
施町には小学校 ･中学校ともに1校しかなく､中学校入学以後の緩やかな人間関係の変

化はあるものの､全体としては長年の勝手知ったる仲間たちのなかで､落ち着いた学習

ができる環境にある｡

生徒の実態としては､授業に対してまじめに取り組むことができるが､自ら主体的に

興味を持ったり､積極的に授業に関わったりすることができず､受動的な取り組みにな

りがちな生徒が多い｡こうした生徒たちに対して､主体的な学習を行なうための取り掛

かりとなる ｢興味 ･関心｣を育てるためのきっかけ作りの1つとして､本校は新聞利用
を取り入れている｡

(2)平成13年度の活動

平成13年度は､｢生徒が社会事象に興味を持っとともに､社会認識を深めていくため
の新聞利用のありかたはどうあったらいいか｣を研究テーマにすえ､主に社会科が中心

となって研究を進めてきた｡本校では､特に3学年の公民的分野を中心に､以下のよう
な4つの活動を継続的に行なってきた (詳細は昨年の報告書参照)｡

① 毎時間当番を決めて､授業のはじめに新聞記事から時事問題を発表させる｡
② 新聞記事､判例､当事者へのインタビューやビデオ資料を授業の中で多く利用し､教
科書の記述と現実の社会とを結び付けて考えられるようにする｡
③ 生徒に1時間の授業への取り組みをふリ返させ､自己評価を含めて､扱った出来事につ
いての自らの考えや感想を書かせる｡
④ 多角的･多面的な見方･考え方が可能な事件や出来事に対して､自らの立場をかえな
がら､新聞記事などの資料を参考に説得力ある主張を文章として組み立てたり､論旨
を整えてディベート的な活動を行う｡

このような活動の成果として､生徒の変化から次のような3点が考えられる｡

① 理解力の向上により､求められている内容に対して感想がかみ合うようになった生徒
の姿があった｡
② 自分の感情のみに立脚した主観的な意見しか書けなかった生徒が､新聞等の資料を利
用したり､ほかの立場の生徒の意見もふまえ､根拠をもって自分の意見を組み立てら
れるようになった姿があった｡
③ 生徒自身の心のなかで､授業を通じて既得概念が揺さぶられ､考え方に迷いがみられ
たり､葛藤したりする場面がみられるようになった｡

こうした平成13年度の成果をうけて､平成14年度は社会科以外でも様々な実践がため
されるようになった｡
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(3)平成14年度の活動

① 国語科の実践

国語科では新聞コラムを題材として要約文を書 くという実践を行なった｡ こうし

た実践により､世の中の動きについて興味を持っ生徒も増え､また､継続的な ｢ま

とめなおす｣作業により､理解力や表現力に厚みがみられるようになった｡

② 社会科の実践

社会科では､前年度の3学年を対象とした実践を継続するとともに､新たに2年
生にも対象を広げた活動を行なった｡

具体的には､2年生に対 して夏休みに ｢親子新聞｣と題 した課題を課 した｡ これ
は､興味のある新聞記事を選び､その記事に対 して自分のコメントを書 くとともに､

家庭の人からもコメントを書いてもらって意見交換をするという､いわゆる ｢ファ

ミリーフォ-カス｣の手法を用いたものである (下記の新聞記事参照)｡
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③ 英語科の実践

英語科では､授業で扱うテキストに関連する内容 (地雷除去や地球環境問題など)

の新聞記事を紹介したり､生徒たちが持ち寄って話し合うような活動を行なった｡

持ち寄った新聞記事は､台紙に貼って教室掲示をしたが､興味を持った生徒たちが

熱心に読んだり､更に新たな新聞記事を見つけてきて紹介したりするような姿があ

った｡

英文日記の中に感想を書いてきた生徒もいた｡

④ 選択社会科での実践

選択社会科(2学年)では､前期は人物学習､後期はディベートというテーマを設

けた｡特に後期のディベートでは､立論を作成するに当たって新聞資料が大いに役

立っていたようである｡ ちなみに､設定したディベートテーマは次のとおりである｡

1 日本は外国人労働者 を受け入れるべ きである

2 日本は消費猟 を引き上げる̀べ きである

3 8本は亀拳の杏確 に罰則 を敦 けるべ きである

4 8本は死刑制度 を廃･止すべ きである

5 E)本は夫婦別姓 を勉 めるべ きである

6 E)本は原子力各電飾の新規建.敦 を取 りやめるべ きである

7 E)本は高放生の甥帯電藷蹄有 を大幅に制限すべ きである

8 日本は犯罪報逆 を実名ではなく､匿名にすべ きである

9 8本は少年犯罪に対 して厳罰でのぞtIべ きである

10 E)本は定年退城制 を廃止すべ きである

11 日本はごみ晩藩 を有粁化すべ きである

ディベ-卜においては､本番における主張の良し悪Lもさることながら､見つけ

た資料を利用して､どれだけ説得力ある立論をっくることができるかという点が勝

敗を分けると考える｡ その意味においては､新聞の社説や投書欄は､単に事件の説

明にとどまらず､ある一定の考え方に基づいて書かれた文章という点で､その問題

に対して肯定･否定いずれの立場の生徒からも､自分自身の主張を作り上げるうえ

で大きく役立った｡

いうまでもないが､ディベートで問われるのは､｢どちらが正しいか｣ではなく､

｢どちらが説得力があったか｣ということである｡今回､ディベートに負けたチー

ムには､｢なぜ負けたのか｣を考えさせるためのレポートを課した｡
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下の文章がそれであるが,生徒たちがディベートを通してどんなことを大切にして

いるのか分かるのではないかと患う｡ 生徒が書いているように､そこで問われてい

るのは ｢応答｣のしかたであり､論旨の ｢一貫性｣であり､聞いている人たちを

｢こんらん｣させないことである｡

このような力は､単に教科書を読んでいるだけで伸ばされていくものではない｡

新聞という身近で､かっ､論旨のまとまった資料は､議論の題材となるばかりでな

く､生徒の理解力や表現力を高める上でも非常に有効であるように感じた｡
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ディベート記緑用

論題:(日か音私蟻 掛 即 も鹿止す5
議論の要約
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2年(1 )級_1 番 氏名
(1)分析

肯定側 否定側

まとめ まとめ

･論理力 往事される考え方に一骨性はあるか?)-肯定側(i /10)点 否定榔 6 /10)点

･説得力 (主張に説得力はあるか?) -肯定側(∫nO)点 否定側( i /10)点
･論点対応 (相手の主事や質問をしっかり受け止めて応対できているか?)

-肯定側: rl/10)点 否定側( i/10)点

(2)総合判定

肯定側 (30 )点 否定側 (32)点 くこれまでの合計点>

(3)評決 < 肯定側 ､ ㊥ ･J>-いずれかに○
判定理由 (勝敗の判定に一番影響があった理由について書くこと)

(4)ディベート全体の評価:分かりやすさ(2 )点 ､面白さ (4 )点 <5段階>
がんばった人: 久招@ さん

(5)自分の意見の変化: 1いずれかに○

最絢的な自分の立場 <肯定 ･否定 ･嘩 >

最抱的な自分の立場は <変わった ･変哲 ない >

ディベートを通じて自分の意見の内容は<深まった･変わらない･分力損なくなった >
(6)自分の意見:

銅汁 ､いSJtt､い ･乙tlいi'Jく/i.1<^
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⑤ 生徒会での利用

新聞の保存および活用は､図書委員会が

中心になって行なった｡従来とっていた新

聞1社分に加え､今回は新たに3杜を加え

た合計4社分の新聞を図書館ロビーの机上

に配置し､来館者が自由に新聞を読めるよ

うにした｡机上にあるという気安さからか､

来館した多くの生徒が利用していた｡前日

までの新聞はラックにとじこんだが､これ

も自由に閲覧できるようになっていた｡

また､生徒会室には､｢他校の生徒会活 図書館で新聞を閲覧する生徒

動｣コーナーを設けた｡ここには､他校の生徒会活動を取り上げた新聞記事を切り

取って掲示し､本校の生徒会活動の参考にしている｡

(4〕平成15年度の実践

本校のNIE研究指定は平成13-14年度ということで､平成15年度は研究指定校では

ないものの､昨年までの研究及び実践を今後とも生かしていきたいと考えている｡

平成14年度､｢親子新聞｣によって社会的関心の萌芽がみられた2年生たちも今年は

3年生になり､今までNIEで育んできたものを何とか今年もっなげていきたいと考え

ていた｡

そこで平成15年度に利用しているのが ｢選択社会｣の時間である｡ 3年生の選択社

会では､｢時事問題｣をテーマにした次のような活動を計画している｡

月 月 の テ ー マ

4月 新聞の読み方ガイダンス

5月 時事問題 ｢身近な社会 .人権｣

6月 デイベ-ト｢身近な社会 .人権｣

7月 時事問題 ｢政治｣

8月 ディベート｢政治｣

9月 時事問題 ｢経済｣

10月 ディベート｢経済｣

11月 時事問題 ｢匡目撃｣

12月 ディベート｢国際｣

1月 受験対策 (論述)

2月 受験対策 (資料読み取り)

※基本的に公民分野で扱う内容と関連させていく予定です｡このほか日常的にコラム (信

毎でいう ｢斜面｣)や時事問題に関連する記事も扱います｡
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以上のようなテーマに沿って､具体的には次のような活動を考えている｡

ビデオ ｢子どもニュース｣を視聴する活動
月ごとのテーマもしくは最近起こった事件について関連するようなコラムや新聞記
事を用いて､全員が共通で考えるような活動
コラムや新聞記事から考えたことについて意見交換をしたり発表したりする活動
その週の新聞から､各自の興味に沿って読み取るような作業的活動
ディベートによって自分の意見を発表したり､相手の意見に耳を傾けたりするようJll
な活動

例えば､次のようなワークシートは毎回継続して取り組ませていくつもりであるo
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ちなみに､このような活動を年間継続していくことで､次の4つの力の伸ばすこと
をねらっている｡

① 資料を読み抜く力

② 資料から自分の考えをまとめる力

③ 自分の考えを表現する力

④ 友達の考え方や先生の言葉から､自分の考え方をさらに深めていく力

2. 実践の成果と課題

この2年間､NIEの研究指定校となって､｢生徒が社会事象に興味を持っとともに､

社会認識を深めていくための新聞利用のありかた｣というテーマのもと､新聞を用いた

様々な実践に取り組んできた｡こうした実践の中で､新聞を教育分野に用いることには

様々な有効性があることがはっきりしてきた｡

ちなみに社会科では､教科の目標として ｢①社会的事象への関心 ･意欲 ･態度､②社

会的な思考 ･判断､③資料活用の技能 ･表現､④社会的事象についての知識 ･理解｣の

4点がかかげられている｡NIEの実践をす.る中で､新聞を用いた教育効果はこの4点の
すべてに関わることに気付かされた｡

最後に､この2年の実践を通して私が感じた､新聞活用が学校教育にもたらすメリッ

トを社会科の教科としての目標と関連させながら列記するとともに､残された課題につ

いてもふれながら､雑駁ながらまとめとさせていただきたいと思う0

2年間､どうもありがとうございました｡

<メリット>

(1) 関心 ･意欲面の向上

新聞記事は､生徒にとって ｢最も身近にある世界｣のうちの1つである｡テレビ報

道やインターネットなど､現代はすぐに情報が手に入る時代ではある｡ しかし､人間

は興味のある事件や出来事はじっくりと知りたいものである｡ 生徒たちも､興味ある

スポーツ欄や社会面などはじっくりと読み込んでいる｡｢知りたい｣という気持ちが､

テレビ報道などの即時性の中で流され忘れられやすい現代だからこそ､踏みとどまっ

て生徒たちの ｢知りたい｣という興味･関心に強く応えられる可能性があると考える｡

(2)思考 ･判断能力の向上

知識面において､新聞記事や社説 ･コラムから｢情報の受け手｣として学ぶことは

多い｡しかしそれ以上に､それらを話し合い活動やディベートなどにおいて ｢利用す

る｣ことで､｢情報の使い手｣として学ぶことは多いように思う｡

生徒たちは､日常生活の中で多くの時間を友人たちとのおしゃべりや手紙書きに費

やしているが､しかし､あるテーマにおいて話し合ったり､考えをまとめたりという

経験は少ない｡だからこそ､あえて何か題材を設定し話し合ったり､考えたりする場

面をっくることで､初めて ｢自分の言葉で｣話し､考え､判断することができるよう

になっていくのだと思う｡ ここで､題材として新聞記事を利用することは､新聞記事

自体が生徒にとっても身近であり､また先述のとおり､興味･関心の面においても強

くひきっける力を持っているだけに､非常に手軽かつ有効な手段であると考えられる｡

このような思考力 ･判断力 ･そして表現力は､ トレーニングすることなしではつい
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てはいかないものであるからこそ､継続的な新聞記事の利用は生徒たちにとって大き

な力になりうる可能性を持っと考えられる｡

(3)資料活用能力の向上

新聞の読み方について､知っているようで知らないことは多い｡テレビ欄に用いら

れる記号や1面の見出し･リードの位置など､新聞には受け手にとって分かりやすい

表現をするためのルールがあることを知ると生徒は驚いた表情をする｡ しかし､これ

は､生徒自身が ｢分かりやすい文章表現｣をするための大切な鮒 さである｡

この点は社会科だけでなく､国語科とも密接に関連した内容であるが､資料活用能

力には ｢受け手｣としてだけでなく､｢送り手｣としていかに分かりやすい資料を発

信できるかという面も含まれている｡ なかでもコラムなど､一旦まとめられた記事を

更にまとめ直したりする活動は非常に難しいものであるが､これにより生徒たちは初

めて自分の言葉で資料を理解することができるのである｡

(4) 知識･理解の向上

一般的に ｢分かりやすい｣記述の新聞表記ではあるが､しかし､中学生たちにとっ
ては難しい漢字や用語も多い｡しかし､ ･記事を真剣に読んだり､意見を書いたり､内

容について議論したりする過程の中で知っていく漢字や用語は､いわば ｢生きた言葉｣

として生徒たちの心のなかにどっしりと根を生やしていくものである｡ こうして､生

徒たちは､生きた文脈の中で､生きた用語を獲得していくのであり､こうして身につ

いていくのが総合的な知識 ･理解であろう｡

また､学校という集団の場で新聞を読むことは､情報の ｢受け手｣として新聞を一

人で読む場合と期待される効果は大きく異なる｡ つまり､集団で新聞記事を利用する

場合､その利用の仕方は､その情報を他の誰かに伝えようとしたり､内容について議

論したりするように､必ず他者の存在が前提となるわけである｡こうして自分の既得

概念と他者の考えがぶつかるとき､自分の考え方が果たして本当に正しいのだろうか

という思考の ｢ゆれ｣が生じるのであり､結果として､このことは､自分の考え方や

理解をさらに深めるという効用ももたらすのである｡

<課 題>

(1)より効果的な教材化のありかた

新聞記事はある一定の観点から記述された文章である以上､それを用いる教師側に

も､はっきりと意図され教材化の観点が必要である｡ただ新聞を用いればいいのでは

なく､｢何をねらい｣｢どのように｣新聞を教材化していくのか､不断の教材研究が必
要である｡

(2)継続性をもって行なう新聞を用いた教育活動のありかた
先述した選択社会｢時事問題｣のような場合を除いて､学校では教科ごとのカリキュ

ラムがあり､新聞利用が可能な教科 ･単元と､そうではないものがある｡ 授業のなか

に新聞を用いた活動を継続的に取り入れていくには困難もある｡

(3)全校生徒に対して､よりひらかれた新聞活用のありかた

新聞は全校生徒に対し､図書館での自由な閲覧を認めているものの､さらに効果的

な活用方法はないものか考えていきたい｡
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